
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：都市計画道路整備計画策定調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：上牧町 

 

 

 ３ 調査圏域：上牧町管内 

 

 

 ４ 調査期間：平成３０年度～平成３１年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

上牧町の都市計画道路の整備状況は、計画延長１４．４１㎞のうち、７．８６㎞が

整備済みである。また町内９路線のほとんどが昭和４０年から５０年代に都市計画決

定されており、約３５％に当たる４．９９㎞が未着手であり、未着手区間の建築制限

が長期化している。 

 計画当初と比べて人口減少等社会情勢が変化し、大型商業施設の出店等で交通量が

変化している等、町内の未着手都市計画道路について、改めてそのあり方を検討する

必要が生じている。また予算が縮減される中、事業の実現性を踏まえた、平成 31 年度

以降の都市計画道路の効率的な整備を検討する必要がある。 

以上の理由から、現在の社会情勢を踏まえ、長期未着手の都市計画道路について「奈

良県都市計画道路の見直しガイドライン（H22、奈良県）」に基づき、将来を見据えた

新たな都市計画道路網として必要性や代替性を検証し、見直しを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：都市計画道路整備計画策定調査 

 

 ２ 報告書目次 

 

１. 業務概要 

1.1.業務名  

1.2.業務の目的 

1.3.業務委託機関 

1.4.業務受託機関 

1.5.履行期間 

1.6.業務の内容 

1.7.業務の対象区間 

1.8.業務の実施フロー 

２. 上牧町道路網の現況調査と整理・分析 

2.1.都市計画道路見直しの背景と目的 

2.2.現況調査と分析 

2.3.上位・関連計画の整理  

2.4.見直し対象路線 

2.5.交通量観測 

３. 都市計画道路の見直し方針案の検討 

3.1.見直し検証の流れ 

3.2.必要性の検証 

3.3.代替性の検証 

3.4.実現性の検証 

４. 都市計画道路の存続、廃止の検討 

4.1.見直し検討対象路線 

4.2.見直し対象区間の考え方 

4.3.必要性の検証及び代替性の考え方 

4.4.必要性の検証 

4.5.必要性・代替性の検証結果 

4.6.見直し対象路線の都市計画道路カルテ 

５. 都市計画道路の見直し案作成 

5.1.都市計画道路の見直し案 

６. 実現性の検証 



参考資料 

会議運営補助 

交通量調査 

将来交通量推計による量的検証 

パブリックコメント資料 

隣接市町説明資料  

打合せ議事録 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

上牧町都市計画道路見直し検討委員会 

（委員長：上牧町副町長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 

 所属 役職等 

委 員 長 上牧町 副町長 

委  員 上牧町総務部 部 長 

委  員 上牧町都市環境部 部 長 

委  員 上牧町水道部 部 長 

委  員 上牧町住民福祉部 部 長 

委  員 上牧町教育部 部 長 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 奈良県県土マネジメント部まちづ

くり推進局地域デザイン推進課都

市計画室奈良県都市計画室 

室長補佐 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 奈良県高田土木事務所計画調整課 課 長 

 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本町の道路網の現状を把握し将来都市像及び将来交通量等から都市計画道路の必

要性について、定量的・定性的な観点から検証を行い、必要に応じて都市計画道路の

見直しを検討することを目的とする。 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

  

６．会議運営補助 
1）(仮)都市計画検討委員会 

（３回実施） 

2）奈良県協議 

（3 回実施） 

１．計画準備 

２．上牧町道路網の現況調査と整理・分析 
１）現況調査と分析 

２）上位計画、関連計画の整理と把握 

３）未着手都市計画道路の抽出 

４）代替路線の有無 

５）交通量観測（５箇所） 

３．都市計画道路の見直し方針の検討と設
定 

４．都市計画道路の存続、廃止の検討 
１）将来交通量推計 

２）カルテの作成 
 

５．都市計画道路の見直し案作成 

７．パブリックコメント実施支援 

打合せ（初回） 

８．報告書とりまとめ 打合せ（最終） 
 



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

 

都市計画道路見直しの背景と目的 

 

 都市計画道路とは、都市における円滑な交通を確保し、健全で良好な市街地の形成

を図るとともに、安全で快適な都市生活と機能的な都市活動を支えるため、都市計画

法に基づいてルートや幅員などが決められた都市の骨格となるものである。 

 これまでの都市計画は、人口増加・市街地の拡大を前提として計画を行ってきたが、

人口減少・高齢化社会の到来、人口増加に合わせて拡大してきた市街地の低密度化等

に伴い、成長型から成熟型（都市機能の集約・コンパクトなまちづくり）への変化が

求められている。 

上牧町においても、人口が 2005 年（平成 17 年）以降減少傾向にあり、世帯数は増加

傾向であることから、１世帯当たり人員も減少しており、核家族化が進行していると

いえる。また、年少人口・生産年齢人口が減少する中、高齢人口は増加が続いており、

少子高齢化が進んでいます。これらの傾向は今後も続くことが予測されている。 

 このような社会情勢の変化にともない、自動車を利用する人口も減少することが予

測されるため、「未着手」の都市計画道路については、計画当初と比べてその必要性

が現時点では認められなくなっている可能性がある。 

 また、未着手であるため、円滑な交通ネットワークの形成ができていない恐れがあ

る箇所があるほか、都市計画決定後も未着手の状態が長く続くと、地権者には長期に

わたり建築制限を強いることにもなる。 

 更に、近年の住民の価値観の変化やライフスタイルの多様化、安全安心意識の高ま

り等の理由により、都市計画の観点のみならず、福祉や教育など「多様なまちづくり

の観点」での見直しを行うことが重要である。 

 そこで、未着手の都市計画道路について、平成 22 年 7 月に奈良県が策定した「奈良

県都市計画道路の見直しガイドライン」（以下、「見直しガイドライン」という。）

に基づき、現在の社会経済情勢や上位計画、都市計画マスタープランなどで示される

本町の目指すべき都市将来像に対応した、真に必要な都市計画道路としてあらためて

その必要性を多角的な視点から検証し、見直し案を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


